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第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
そ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
植
民
地
と
な
っ
て
い
た
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
各

地
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
強
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
く
の
独
立
国
家
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
一

一
月
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
を
契
機
と
す
る
東
西
冷
戦
の
終
結
は
、
旧
ソ
連
や
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
解
体
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
共
産

主
義
体
制
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
多
民
族
連
邦
国
家
の
中
か
ら
、
多
数
の
独
立
国
家
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
特
定
地
域
に
居
住
す
る
住
民
の
間
で
自
分
た
ち
自
身
の
国
家
を
持
つ
こ
と
を
望
む
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
強
ま

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
独
立
国
家
が
誕
生
す
る
こ
と
は
世
界
の
中
で
よ
く
見
ら
れ
て
き
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
、
そ
し
て
、
日
本
な
ど
の
典
型
的
な
先
進
国
、
す
な
わ
ち
、
経
済
的
に
高
い
生

活
水
準
を
達
成
し
、
政
治
的
に
自
由
民
主
主
義
体
制
が
確
立
し
て
い
る
国
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
戦
後
に
つ
い
て
は
分
離
独
立
が
実
現
し

た
例
は
見
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
先
進
国
の
間
で
は
分
離
独
立
を
求
め
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勢
力
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
国

も
あ
る
が
、
中
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
な
ど
に
典
型
的
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
分
離
独
立
運
動
が
比
較
的
活
発
な
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
の
だ
が
、
な
ぜ
急

速
に
独
立
国
家
の
数
が
拡
大
し
た
戦
後
の
時
期
に
、
欧
米
や
日
本
な
ど
の
先
進
国
の
中
か
ら
新
た
な
独
立
国
家
が
登
場
し
て
こ
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
住
民
投
票
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
事
実
上
、
分
離
独
立
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
事
例
、
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
末
に
二
度
に
わ
た
っ
て
分
離
独
立
住
民

投
票
の
経
験
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
事
例
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
先
進
国
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に
お
い
て
必
ず
し
も
珍
し
い
存
在
で
は
な
い
分
離
独
立
運
動
が
、
そ
の
究
極
的
な
目
標
で
あ
る
独
立
達
成
に
向
け
て
直
面
す
る
こ
と
に
な
る

い
く
つ
か
の
困
難
の
特
質
に
つ
い
て
光
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

イ
ギ
リ
ス
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
離
独
立
住
民
投
票
を
検
討
す
る
う
え
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
関
係
に
つ
い
て
踏
ま
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
家
の
あ
り
方
と
現
在
イ
ギ
リ
ス
の
中
で
一
つ
の
地
域
を
構
成
し
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
位
置
づ
け
は
、
や
や
わ
か
り
づ
ら
い
、
あ
る
い
は
、
奇
妙
に
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
西
方
に
位
置
す
る
島
国
の
こ
と
を
、
日

本
で
は
一
般
に
﹁
イ
ギ
リ
ス
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、﹁
イ
ギ
リ
ス
﹂
と
い
う
言
葉
は
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
語
で
あ
る
。﹁
イ
ギ
リ
ス
﹂

と
い
う
言
葉
の
起
源
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
で
用
い
ら
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
の
﹁
ア
ン
ゲ
リ
ア
﹂、

﹁
エ
ン
ゲ
ル
ス
﹂、﹁
エ
ゲ
レ
ス
﹂
な
ど
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
近
藤
、
二
〇
一
三
年
、
六
ー
七
頁
）。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

や
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
の
言
葉
は
、
英
語
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に
語
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＝
イ
ギ
リ
ス
﹂
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

実
は
わ
れ
わ
れ
が
通
常
、
イ
ギ
リ
ス
も
し
く
は
英
国
と
呼
ん
で
い
る
国
の
正
式
名
称
は
、﹁
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
連
合
王
国
（T

he U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain and N

orthern Ireland

）﹂
で
あ
る
。
こ
の
名
前
が
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、

イ
ギ
リ
ス
は
日
本
の
よ
う
な
単
一
国
家
で
は
な
く
、
四
つ
の
部
分
、
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
間
の
連
合
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
国
家
で
あ
る
。
な
お
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
四
号�

四

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
離
独
立
住
民
投
票

九
四
〇

ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
存
在
す
る
面
積
二
二
万
平
方
キ
ロ
ほ
ど
の
島
の
名
称
で
あ
り
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
島
は
面
積
約
八
・
四
万
平
方
キ
ロ
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
（
北
海
道
よ
り
や
や
大
き
い
）
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
諸
島
を
構
成
す
る
主
要
な
島
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
諸
島
の
地
図
を
示
し
た

＞

図

－

１

＜

を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
と
呼
ぶ
国
の
面
積
は
二
四
・

四
万
平
方
キ
ロ
あ
ま
り
で
日
本
の
約
三
分
の
二
、
人
口
は
約
六
四
一
〇
万
人
で
日
本
の
ほ
ぼ
半
分
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
を

構
成
す
る
四
つ
の
部
分
の
う
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
最
も
大
き
く
、
面
積
で
は
約
一
三
万
平
方
キ
ロ
（
北
海
道
の
約
一
・
五
倍
）、
人
口
は

五
三
八
六
万
人
あ
ま
り
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
総
人
口
の
実
に
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
二
番
目
に
大
き
く
、
面
積
で
は

約
七
・
八
万
平
方
キ
ロ
（
北
海
道
程
度
）、
人
口
五
三
三
万
人
あ
ま
り
で
、
人
口
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
〇
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
、

面
積
が
約
二
・
一
万
平
方
キ
ロ
（
四
国
よ
り
や
や
大
き
い
）、人
口
三
〇
八
万
人
あ
ま
り
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
面
積
が
約
一
・
四
万
平
方
キ
ロ
（
長

野
県
と
ほ
ぼ
同
じ
）、
人
口
一
八
三
万
人
あ
ま
り
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
存
在
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
島
の
面
積
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
占
め
る
ほ
か
、
シ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
諸
島
、
オ

ー
ク
ニ
ー
諸
島
、
ヘ
ブ
リ
デ
ィ
ー
ズ
諸
島
な
ど
大
小
八
〇
〇
ほ
ど
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
北
部
は
険
し
い
山
岳
地
帯
と
な
っ
て
い
て
、
か
つ
て
氷
河
期
に
氷
河
に
削
ら
れ
た
谷
間
や
フ
ィ
ヨ
ル
ド
な
ど
が
見
ら
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
な
ど
北
欧
に
よ
く
似
た
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
南
部
で
は
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯

が
続
き
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
よ
く
似
た
地
形
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（M

cC
orm

ick 2012, 35-63

）。

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
し
ば
し
ば
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
並
ん
で
中
央
集
権
が
確
立
し
た
単
一
国
家
（unitary state

）
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ッ
カ
ン
（Stein R

okkan
）
と
デ
レ
ク
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
（D

erek U
rw

in

）
に
よ
れ
ば
、
イ

ギ
リ
ス
は
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
権
限
が
明
確
に
分
離
し
た
連
邦
国
家
で
は
な
い
が
、
中
央
政
府
に
権
限
が
集
中
す
る
単
一
国
家
で
も
な

く
、
独
特
の
連
合
国
家
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（R

okkan and U
rw

in 1982; 1983
）。
た
し
か
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
で
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＜図－１＞　イギリスの概観

参照　 John McCormick, Contemporary Britain, 3rd edition （Basingstoke: 

Palgrave Macmillan,  2012）, p.5.
　　　 Office for National Statistics, Annual Mid-year Population Estimates. 

2013 （Newport: Office for National Statistics, 2014）.
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イギリス（グレート・ブリテンおよび
北アイルランド連合王国）
面積　24.4 万 km２
人口　6410 万人

北アイルランド
面積 1.4 万 km２
人口　183万人

アイルランド共和国

ウェールズ
面積　2.1 万 km２
人口　308万人

イングランド
面積　13万 km２
人口　5386 万人

スコットランド
面積　7.8 万 km２
人口　533万人
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あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ス
タ
ー
議
会
に
は
、
い
わ
ゆ
る
議
会
主
権
の
原
理
に
も
と
づ
い
て
最
高
の
政
治
権
力
が
存
在
し
て
い
る
が
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
中
で
独
自
の
地
位
を
保
っ
て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（
山
崎
、
二
〇
一
一
年
）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
異
な
る
独
自
の
法
制
度
や
裁
判
制
度
を
持
ち
、
宗
教
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
と
は
異
な
る
長

老
派
に
も
と
づ
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
）
や
文
化
な
ど
の
面
で
も
か
な
り
の
独
自
性
を
維
持
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
行
政
面
で
も
一
八

八
五
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
行
政
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
省
の
権
限
は
次
第
に
拡
大
さ
れ
、
一
九
二
六
年
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
を
担
当
す
る
大
臣
は
閣
外
大
臣
か
ら
閣
内
大
臣
に
昇
格

し
て
内
閣
の
閣
僚
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
外
交
、
軍
事
、
租
税
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
な
ど
を
除
い
て
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
相
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
係
す
る
多
く
の
分
野
の
権
限
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（M

itchell 2014; 

梅
川
・
力
久
、
二

〇
一
四
年
、
六
九
頁
）。

二　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
―
―
な
ぜ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
と
な
っ
た
の
か

　

現
在
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
独
立
国
家
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
一
地
域
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
か

ら
三
〇
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
し
た
王
国
で
あ
っ
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
、
今
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
島
の
大
部
分
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ロ
ー
マ

帝
国
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
部
へ
の
進
出
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
る
ケ
ル
ト
系
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
が
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
進
出
に
よ
っ
て
ピ
ク
ト
人
と
呼
ば
れ
る
ケ
ル
ト
系
の
人
々
と
ロ
ー
マ
人
と

の
間
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
ピ
ク
ト
人
と
い
う
名
称
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は
、
ロ
ー
マ
人
の
言
語
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
で
体
に
彩
色
も
し
く
は
刺
青
を
し
て
い
た
人
々
を
指
す
も
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ケ
ル
ト
人

に
は
そ
の
よ
う
な
彩
色
や
刺
青
を
す
る
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ロ
ー
マ
人
が
呼
び
習
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
し
ば

ら
く
の
間
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
ロ
ー
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
南
部
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
次
第
に
ピ
ク
ト
人
に
押

さ
れ
て
後
退
し
、
現
在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
境
界
か
ら
や
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
に
入
っ
た
﹁
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
長
城
﹂

の
線
ま
で
後
退
し
て
守
り
を
固
め
る
一
方
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
は
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
か
ら
離
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
長
い
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
の
間
で
の
争
い
が
続
い
た
。
よ
う
や
く
九
世
紀

に
入
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
中
心
部
を
統
一
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王

国
は
北
か
ら
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
勢
力
の
襲
来
と
南
の
強
大
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
に
よ
る
た
び
重
な
る
侵
攻
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
一
三
世
紀
末
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
下
で
、
一
時
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
支
配
下
に
置

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
約
三
〇
年
に
わ
た
る
独
立
戦
争
を
経
て
、
一
三
一
四
年
の
バ
ノ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
戦
い
で
の
勝
利
と
一
三

二
〇
年
の
ア
ー
ブ
ロ
ー
ス
宣
言）

1
（

に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
再
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
別
個
の
独
立
し
た
王
国
と
し
て
の
地
位
を
取
り

戻
す
こ
と
に
な
っ
た
（M

itchison 2002, 38-53
）。
そ
の
後
も
た
び
た
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
ほ
ぼ
四
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
独
立
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
一
六
世
紀
に
入
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
が
主
流
と
な
っ
た
の
と
時
を
同
じ
く

し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
宗
教
改
革
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
で
あ
る
長
老
派
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教

会
と
し
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
生
涯
独
身
を
貫
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
）
が
一
六
〇
三
年
に
亡
く
な
る
と
、
そ
の
後
継
者

と
し
て
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ジ
ェ
イ
ム
ズ
六
世
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
新
た
に
ジ
ェ
イ
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ム
ズ
一
世
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に
即
位
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
人
の
国
王
（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
）
が
、
二
つ
の
国
家
で
あ
る

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
統
治
す
る
役
割
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
中
世
以
来
、
実
質
的

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
一
六
世
紀
中
頃
に
公
式
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
国
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
後
継
者
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
選
ば
れ
た
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
同
君
連
合

と
呼
ば
れ
る
統
治
形
態
（
一
君
主
二
国
家
）
を
開
始
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
君
連
合
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ

て
必
ず
し
も
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
王
は
国
の
規
模
が
は
る
か
に
大
き
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
ど
ま
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
国
王
の
代
理
人
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（M

itchison 2002, 

161-178

）。

　

と
こ
ろ
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
（
※
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
六
世
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
に
即
位
し
て
初
め
て
開
か
れ
た
議
会
に
お

い
て
、
同
君
連
合
を
組
む
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
政
治
的
に
も
統
一
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
両
国
の
合
同
を
求
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
き
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
国
家
合
同
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
員
た
ち
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
も
野
蛮
な
国
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
尊
重
す
る
自
由
や
権
利
が
国
家
合
同
に
よ
っ
て
骨
抜
き
に
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
も
、
同
君
連
合
を
超
え
て
国
家
合
同
に
ま
で
進
む
こ
と
に
は
強
い
反
対
が
あ
っ
た
。
小
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
大
国

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
合
同
す
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制
度
や
宗
教
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
両
国
で
反
対
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
国
家
合

同
の
試
み
は
挫
折
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
の
後
、
一
七
世
紀
中
頃
の
国
王
派
と
議
会
派
の
間
の
内
戦
（
い
わ
ゆ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
）
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
一
時
期
、
国
王
の
存
在
し
な
い
共
和
国
、
す
な
わ
ち
護
国
卿
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
（O

liver C
rom

w
ell

）
が
統
治

す
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
な
っ
た
が
、
一
六
六
〇
年
の
王
政
復
古
に
よ
り
再
び
同
君
連
合
（
一
君
主
二
国
家
）
の
体
制
が
復
活
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
一
六
八
八
年
の
名
誉
革
命
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
国
王
に
対
し
て
議
会
が
優
位
に
立
つ
立
憲
君
主
制
（
い
わ
ゆ
る
﹁
国
王

は
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
﹂
の
体
制
）
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
中
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
合
同

の
問
題
が
再
び
浮
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
合
同
が
つ
い
に
実
現

し
、
新
し
く
﹁
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
王
国
（T

he K
ingdom

 of G
reat B

ritain

）﹂
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（W

hatley 

2008; 2014

）。

　

な
ぜ
、
か
つ
て
反
発
の
強
か
っ
た
両
国
の
国
家
合
同
が
、
一
八
世
紀
初
頭
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
理
解

す
る
た
め
に
、
国
家
合
同
が
実
現
す
る
前
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

名
誉
革
命
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
関
係
は
、
必
ず
し
も
良
好
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
名
誉
革
命
後
に
王
位
に
就
い

た
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
（
※
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
二
世
）
が
行
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
と
の
長
期
に
わ
た
る
戦
争
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対

し
て
経
済
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
海
外
貿
易
に
打
撃
を
与
え
る
目
的
で
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

時
代
に
制
定
さ
れ
た
航
海
法
（N

avigation A
cts

）
は
、
そ
の
後
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
海
外
植
民
地
と
の
間
の
貿
易
か

ら
外
国
船
を
排
除
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
船
に
限
る
と
い
う
原
則
の
た

め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
船
ま
で
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
自
の
海
外
植
民
地
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
一
六
九
五
年
に
﹁
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
貿
易
の
た
め
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
会
社
（T

he C
om

pany of Scotland T
rading to A

frica and the Indies

）﹂
を
立
ち
上
げ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
四
号�

一
〇

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
離
独
立
住
民
投
票

九
四
六

グ
ラ
ン
ド
の
両
国
で
出
資
者
を
募
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
競
争
相
手
の
登
場
に
反
発
し
て
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
議
会
に
圧
力
を
か
け
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
資
金
提
供
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
会
社
の

資
金
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
中
だ
け
で
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
六
九
六
年
に
中
米
パ
ナ
マ
地
峡
の
ダ
リ
エ
ン
地
域
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
植
民
地
を
建
設
す
る
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
ダ
リ
エ
ン
計
画
は
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
特
有
の
疫
病
の
蔓
延
や
、
当
時
中
南
米
を
支
配
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
攻
撃
、
そ

し
て
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
な
ど
比
較
的
近
隣
の
西
イ
ン
ド
諸
島
に
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
植
民
地
か
ら
の
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
多
数
の
死
者
を
出
し
て
大
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ダ
リ
エ
ン
植
民
地
を
支
援
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
一
つ
に
は
競
争
企
業
で
あ
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
を
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
側
に
引
き
つ
け
て
お
く
た
め
に
、
中
米
で
の
ス
ペ
イ
ン
の
権
益
を
侵
す
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
植
民
地
獲
得
の
動
き
と
は
一
線
を
画
し

て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ダ
リ
エ
ン
計
画
の
失
敗
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
貿
易
の
た

め
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
会
社
は
破
産
し
、
出
資
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
多
く
が
巨
額
の
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ダ
リ
エ
ン

計
画
の
失
敗
の
衝
撃
は
、
同
君
連
合
を
組
み
な
が
ら
支
援
の
手
を
さ
し
の
べ
な
か
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
反

発
を
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
（M

acw
hirter 2014, 77-79

）。

　

さ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
（
※
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
二
世
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
は
そ
れ
ま
で
の
同

君
連
合
で
は
十
分
で
は
な
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
議
会
の
合
同
を
通
じ
た
両
国
の
国
家
合
同
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
一
四
世
と
の
間
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覇
権
を
賭
け
て
戦
っ
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
と
っ
て
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
北
に
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
的
安
定
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
背
後
か
ら
脅
か
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す
た
め
に
、
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
王
位
を
追
わ
れ
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
家
の
血
統
に
連
な
る
人
物
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
と
し
て
復
位
さ
せ
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
在
位
中
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
国
家
合

同
に
対
す
る
支
持
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
後
継
者
と
し
て
王
位
に
就
い
た
ア
ン

女
王
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

ア
ン
女
王
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
遺
志
を
継
い
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
合
同
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
議
会
に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
め
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
働
き
か
け
に
反
発
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
、
一
七
〇
三
年
に
平
和
と

戦
争
に
関
す
る
法
（A

ct anent P
eace and W

ar

）
）
2
（

を
制
定
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
開
戦
と
講
和
の
権
限
は
国
王
で
は
な
く
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
議
会
が
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
を
行
っ
て
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
異
な
る
独
自
の
外
交
政
策

を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
追
求
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
さ
ら
に
、
一
七
〇
四
年
に
安
全
保
障
法

（A
ct of Security

）
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
法
律
は
、
一
七
〇
一
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
で
成
立
し
て
い
た
王
位
継
承
に

関
す
る
法
律
、
す
な
わ
ち
子
供
の
い
な
か
っ
た
ア
ン
女
王）

3
（

の
跡
を
継
ぐ
将
来
の
国
王
に
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
家
の
人
物
を
指
名
し
て
い

た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
位
継
承
法
（A

ct of Settlem
ent

）
を
受
け
入
れ
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
継
承
問
題
に
つ
い
て
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
議
会
が
独
自
に
決
定
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
し
て
い
た
。
こ
の
安
全
保
障
法
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
国
家

合
同
ど
こ
ろ
か
同
君
連
合
で
さ
え
も
破
棄
す
る
意
図
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
危
機
感
を
持
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ダ
リ
エ
ン
計
画
失
敗
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
側
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
は
一
七
〇
五
年
に
外
国
人
法
（A

lien 

A
ct

）
を
制
定
し
、
そ
の
中
で
、
速
や
か
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
合
同
へ
向
け
た
話
し
合
い
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
、
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そ
し
て
、
も
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
ほ
ぼ
同
等
に
扱
わ
れ
て
き
た

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
を
外
国
人
と
し
て
扱
い
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
自
由
な
経
済
活
動
を
で
き
な
く
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
を
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
対

外
貿
易
の
大
半
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ダ
リ
エ
ン
計
画
の
失
敗
で
落
ち
込
ん
で
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

経
済
に
と
っ
て
、
さ
ら
な
る
打
撃
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
（D

evine 2000, 4-16

）。

　

外
国
人
法
な
ど
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
あ
か
ら
さ
ま
な
経
済
的
脅
し
の
前
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
合

同
の
た
め
の
条
件
を
検
討
す
る
た
め
、
一
七
〇
六
年
に
両
国
の
代
表
は
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、
約
三
ヵ
月
で
合
同
条
約
に
関
し
て

合
意
に
達
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
両
国
は
、
一
つ
の
議
会
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
の
あ
っ
た
ロ
ン
ド

ン
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
を
所
在
地
と
す
る
）
の
も
と
に
合
同
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
上
院
（
貴
族
院
）
に
一
六
名
、
下
院
（
庶
民
院
）

に
四
五
名
（
下
院
議
員
総
数
五
五
八
名
の
約
八
％
）
の
代
表
を
送
る
。
②
両
国
間
お
よ
び
植
民
地
と
の
貿
易
を
自
由
化
す
る
。
③
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
私
法
と
そ
れ
を
取
り
扱
う
裁
判
所
は
現
状
を
維
持
し
、
公
法
の
み
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
公
法
に
同
化
さ
せ
る
。
こ
の
ほ
か
、
両
国
の

財
政
も
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（M

cL
ean and M

cM
illan 2005, 13-60

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
合
同
条
約
に
対
し
て
根
強
い
反
対
が
あ
っ
た
た
め
に
、
合
同
条
約
が
議
会
の
承
認
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
、
一
七
世
紀
初
頭
に
同
君
連
合
が
始
ま
っ
て
以
来
、
何
回
か
国
家
合
同
へ
向
け
た
試

み
が
見
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
挫
折
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
根
強
い
反
対
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
七
〇
七
年
一

月
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
合
同
条
約
を
批
准
し
、
同
年
三
月
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
で
も
批
准
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
約
は
五
月

に
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
﹁
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
﹂
と
い
う
名
称
の
連
合
王

国
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（B

row
n and F

raser 2013, 19-20

）。



（　
　
　

）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
離
独
立
住
民
投
票

同
志
社
法
学　

六
六
巻
四
号�

一
三

九
四
九

　

さ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
合
同
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
そ
れ
を
求
め
た
理
由
は
明
確
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
争
そ
し
て
世
界
各
地
で
の
植
民
地
戦
争
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
覇
権
争
い
を
し
て
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
、

も
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
フ
ラ
ン
ス
側
に
付
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
安
全
保
障
上
の
深
刻
な
脅
威
と
な
る
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
側
に
つ
な
ぎ
止
め
て
お
く
究
極
の
手
段
と
し
て
、
両
国
の
国
家
合
同
が
求
め
ら
れ
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
国
家
合
同
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
り
、
合
同
に
賛
成
す
る
勢
力
が
必
ず

し
も
優
勢
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
強
硬
姿
勢
、
す
な
わ
ち
国
家
合
同
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
厳
し
い
制
裁
を
科
す
と
い
う
姿
勢
が
効
果
を
発
揮
し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
中
に
も
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
の
国
家
合
同
を
チ
ャ
ン
ス
と
見
る
勢
力
も
存
在
し
て
い
た
。
特
に
、
貿
易
商
人
達
は
両
国
の
国
家
合
同
が
も
た
ら
す
経
済
的
利
益
に
大

き
な
期
待
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
国
家
合
同
は
、
航
海
法
に
よ
っ
て
参
入
を
阻
ま
れ
て
き
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
海
外
植
民
地
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
商
人
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
ま

た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貴
族
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
領
地
か
ら
得
ら
れ
る
牛
や
羊
な
ど
の
家
畜
、
農
産
物
、
そ
し
て
石
炭
な
ど
を
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
輸
出
し
て
利
益
を
得
て
い
た
が
、
国
家
合
同
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
自
由
な
取
引
が
可
能
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
利

益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
側
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
国
家
合
同
に
よ
り
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
国
内
市
場
お
よ
び
海
外
植
民
地
市
場
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
経
済
的
な
利
益
が
主
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
た

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
国
家
合
同
に
際
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
し
て
認
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
保
障
も
少
な
か
ら
ぬ
意
味
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
法
制
度
や
教
育
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制
度
に
同
化
す
る
こ
と
な
く
独
自
の
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制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
国
家
合
同
後
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
と
し

て
の
長
老
派
の
歴
史
的
地
位
を
確
認
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
か
ら
の
宗
教
的
な
独
立
性
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

お
い
て
国
家
合
同
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
人
々
を
か
な
り
安
心
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（C

olley 2014, 85-93

）。

三　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
違
い
―
―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
植
民
地
」
か
、
あ
る
い
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
か

　

一
七
〇
七
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
国
家
合
同
後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め

る
連
合
王
国
体
制
へ
の
反
乱
が
頻
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
四
六
年
に
カ
ロ
ー
デ
ン
の
戦
い
で
の
敗
北
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
反
乱）

4
（

が
鎮
圧
さ
れ
て
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
目
立
っ
た
軍
事
的
な
反
乱
は
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
遅
れ
て
一
八
〇
一
年
に
連
合
王
国
に
組
み
込
ま
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
実
質
的
に

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
支
配
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
連
合
王
国
体
制
に
対
す
る
軍
事
的
な
反
乱
が
た
び
た
び
発
生
し
、
最
終
的
に
は
一
九

二
二
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
の
誕
生
に
よ
っ
て
事
実
上
の
独
立
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。）

5
（

な
ぜ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
国
家
合
同
以
来
三
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
り
続
け
た
の
だ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
連
合
王
国
体
制
に
対
す
る
抵
抗
の
動
き
が
根
強
く
見
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
な
ぜ
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
は
カ
ロ
ー
デ
ン
の
戦
い
以
降
、
比
較
的
最
近
に
な
る
ま
で
分
離
独
立
を
求
め
る
動
き
が
活
発
化
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
め
ぐ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
違
い
に
つ
い
て
、
単
純
明
快
な
解
答
を
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
﹁
植
民
地
﹂
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
小
さ
い
な
が
ら
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
終
的
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に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
は
い
く
つ
か
の
点
で
大
き
な
違
い
が
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
違
い
に
つ
い
て
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
宗
教
の
違
い
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
長
老
派
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
長
老
派
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
国
教
会
と
は
異
な
る
宗
派
で
あ
る
が
、
広
い
意
味
で
同
じ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
住
民
の
多
数
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
。
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派

対
立
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
い
わ
ゆ
る
三
〇
年
戦
争
の
よ
う
に
両
者

の
間
で
血
で
血
を
洗
う
宗
教
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
宗
教
的
な
対
立
を
背
景
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が

中
心
と
な
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
一
九
世
紀
初
頭
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が

連
合
王
国
に
併
合
さ
れ
た
後
も
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
は
参
政
権
を
認
め
な
い
、
あ
る
い
は
、
公
職
に
就

く
こ
と
も
認
め
な
い
、
ま
た
軍
隊
に
つ
い
て
は
一
般
の
兵
卒
に
は
採
用
さ
れ
る
が
士
官
に
昇
進
す
る
こ
と
は
な
い
な
ど
の
差
別
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
抵
抗
運
動
を
宥
め
る
た
め
に
、
一
八
二
九
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

解
放
法
（R

om
an C

atholic R
elief A

ct

）
な
ど
を
通
じ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
は
撤
廃
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（P
aseta 2003, 18-31

）。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
達
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
自
分
た
ち
を
二
級
市
民
と
し

て
取
り
扱
っ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
は
、
ま
さ
に
植
民
地
政
府
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
（M

cL
ean and M

cM
illan 2005, 61-89

）。

　

第
二
の
違
い
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
、
い
わ
ゆ
る
大
英
帝
国
へ
の
関
わ
り
方
の
違
い
で
あ
る
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
合
同
が
成
立
し
た
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
、
北
米
や
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
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な
ど
で
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
地
獲
得
の
動
き
が
急
速
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
帝
国
の
拡
大
に
対
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が

大
き
な
貢
献
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
国
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
ダ
リ
エ
ン
計
画
の
失
敗
が
示
す
よ
う
に
、
小

国
の
た
め
海
外
で
植
民
地
を
獲
得
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、強
大
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
国
家
合
同
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
商
人
や
軍
人
、
行
政
官
と
し
て
海
外
で
活
躍
す
る
絶
好
の
機
会
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
外
で
活
躍
し
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
人
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
ト
ー
マ
ス
・
ブ
レ
ー
ク
・
グ
ラ
バ
ー
（T

hom
as B

lake 

G
lover

）
な
ど
の
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
人
物
が
い
る
。
ま
た
、
グ
ラ
バ
ー
と
関
係
が
深
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ

ャ
ー
デ
ィ
ン
（W

illiam
 Jardine

）
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
セ
ソ
ン
（Jam

es M
atheson

）
が
創
業
し
た
貿
易
商
社
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ

ソ
ン
商
会
は
、中
国
で
悪
名
高
い
ア
ヘ
ン
戦
争
を
引
き
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ア
ヘ
ン
貿
易
で
巨
額
の
利
益
を
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
軍
人
や
行
政
官
な
ど
と
し
て
、
多
く
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
帝
国
に
よ
っ
て
大
き
な
利
益
を
上
げ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
、
帝
国
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
イ
ギ
リ
ス
か

ら
独
立
す
る
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（K

eating 2009, 24-26

）。
一
方
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

の
中
で
少
数
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
帝
国
の
拡
大
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
多
数
派
の
カ
ト
リ
ッ
ク
は
先
述
の
カ
ト
リ
ッ
ク
差
別

な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
一
般
兵
卒
か
あ
る
い
は
海
外
移
民
と
い
う
形
で
し
か
帝
国
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（D
evine 2008

）。

　

分
離
独
立
の
動
き
に
関
す
る
違
い
を
も
た
ら
し
た
第
三
の
点
と
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
経
済
構
造
の
相
違
が
与
え

た
影
響
を
指
摘
で
き
る
。
一
八
世
紀
に
産
業
革
命
が
起
こ
る
ま
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
基
本
的
に
農
業
中
心
の
経
済

で
あ
っ
た
が
、
産
業
革
命
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
急
速
に
工
業
化
を
進
め
た
の
に
対
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
農
業
、
そ
れ
も
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
大
地
主
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
小
作
人
を
搾
取
す
る
旧
態
依
然
の
経
済
構
造
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
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ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
が
支
配
す
る
帝
国
の
広
大
な
市
場
を
背
景
と
し
て
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
で
は
経
済
停
滞
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
小
作
人
を
中
心
と
す
る
大
多
数
の
農
民
の
生
活
に
多
少
の
改
善
が
見
ら
れ
る

ど
こ
ろ
か
、
一
八
四
五
年
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
凶
作
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
大
飢
饉
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
で
一
〇
〇
万
人
を
超
え

る
人
々
が
餓
死
し
た
こ
と
が
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
生
存
す
る
こ
と
さ
え
困
難
な
状
況
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
国
家
合
同
や
帝
国
に
よ
っ
て
目
に
見
え
る
恩
恵
を
受
け
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
分
離
独
立
を
求
め
る
動
き
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
帝
国
の
恩
恵
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
反
発
が
強
ま
っ
た

の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
（B

ew
 2007, 175-230

）。
ち
な
み
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
唯
一
工
業
化
が
進
み
、
経
済
発

展
を
遂
げ
た
地
域
は
、
現
在
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
し
て
連
合
王
国
に
残
留
し
て
い
る
。
残
留
の
理
由
は
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
住
民
の
多
数
派
が

宗
教
的
に
南
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
異
な
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
で
の
経
済
発
展
や
帝
国

の
も
た
ら
し
た
経
済
的
恩
恵
の
果
た
し
た
役
割
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

四　

分
離
独
立
の
政
治
―
―
な
ぜ
先
進
国
で
は
分
離
独
立
が
見
ら
れ
な
い
の
か

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
一
九
四
五
年
に
国
際
連
合
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
と
き
の
加
盟
国
、
い
わ
ゆ
る
原
加
盟
国
は

五
一
カ
国
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
一
九
〇
カ
国
を
超
え
る
国
々
が
国
連
に
加
盟
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
国
連

加
盟
国
が
増
加
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
戦
後
独
立
を
達
成
し
た
旧
植
民
地
の
国
々
が
数
多
く
国
連
に
加
盟
し
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
に
世
界
各
地
で
新
興
独
立
国
家
が
誕
生
し
た
こ
と
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
特
定
の

地
域
に
住
む
住
民
が
自
分
た
ち
自
身
の
国
家
を
持
つ
こ
と
を
望
む
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
強
く
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
結
果
と
し
て
新
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た
な
国
家
の
誕
生
に
至
る
の
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
（Young 1994a

）。
そ
れ
は
、
東
西
冷
戦
終
結
後
に
、
旧
ソ
連
や
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
支
配
下
に
あ
っ
た
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
再
確
認
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
長
い
間
内
戦
が
続
い
て
い
た
ア
フ
リ
カ
の
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
住
民
投
票
に
お
け
る
圧
倒
的
多
数
の
承
認
を
経
て
南
ス

ー
ダ
ン
が
分
離
独
立
を
果
た
し
、
一
九
三
番
目
の
国
連
加
盟
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
に
な
っ
て
い
た
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
数
多
く
の
独
立
国
家
が
誕
生
し
、
ま
た

旧
ソ
連
お
よ
び
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
独
立
国
家
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
欧
米
や
日
本
な
ど
い

わ
ゆ
る
先
進
国
を
構
成
す
る
地
域
の
中
か
ら
分
離
独
立
が
達
成
さ
れ
た
例
は
、
少
な
く
と
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
二

〇
一
四
年
九
月
一
八
日
の
住
民
投
票
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
な
ら
ば
、
先
進
国
の
中
か
ら
分
離

独
立
を
果
た
す
戦
後
初
め
て
の
例
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
先
進
国
で
は
分
離
独
立
が
な
か
な
か
見
ら
れ

る
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
で
は
分
離
独
立
を
求
め
る
動
き）

6
（

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
欧
米
の
先
進
国
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
な
ど
の
よ
う
に
、
分
離
独
立
運
動
が
比
較
的
盛
ん
な
と

こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
実
際
に
分
離
独
立
を
遂
げ
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
や
旧
ソ
連
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
分
離
独

立
し
た
国
々
と
は
違
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ケ
ベ
ッ
ク
な
ど
の
地
域
で
は
、
独
裁
体
制
に
よ
る
抑
圧
や
弾
圧
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
あ
る

い
は
、
宗
教
的
な
対
立
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
分
離
独
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
住
民
が
分
離
独
立
の
是
非
を
検

討
す
る
際
に
は
経
済
的
な
要
因
が
大
き
な
判
断
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
一
言
で
言
う
と
、
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
先
進
国
で
は
、
深
刻

な
人
権
侵
害
な
ど
に
よ
り
既
存
の
体
制
に
対
す
る
政
治
的
な
不
満
が
爆
発
し
て
分
離
独
立
に
至
る
ケ
ー
ス
は
考
え
難
い
の
で
、
分
離
独
立
は

経
済
的
に
得
な
の
か
あ
る
い
は
損
な
の
か
と
い
う
い
わ
ば
﹁
損
得
勘
定
﹂
が
、
住
民
の
選
択
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
考
え
ら
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れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
進
国
に
お
い
て
は
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
の
最
大
の
争
点
は
、
経
済
に
関
係
す
る
争
点
と
な
る
。
そ
し
て
、

分
離
独
立
賛
成
派
は
、
独
立
に
よ
っ
て
経
済
が
独
立
前
よ
り
も
豊
か
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
住
民
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
努
力
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
分
離
独
立
反
対
派
は
、
分
離
独
立
が
も
た
ら
す
経
済
的
な
コ
ス
ト
を
強
調
し
て
、
住
民
に
分
離
独
立
を
支

持
し
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
経
済
関
連
の
争
点
に
つ
い
て
、
分
離
独
立
反
対
派
は
賛
成
派
に
対
し
て
基
本
的
に
有
利
な
立
場
に
立
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
住
民
投
票
で
一
票
を
投
じ
る
有
権
者
か
ら
す
れ
ば
、
分
離
独
立
へ
の
反
対
投
票
は
、
い
わ
ば
現
状
維
持
へ
の
投

票
で
あ
り
、
反
対
投
票
が
も
た
ら
す
経
済
的
な
意
味
も
比
較
的
明
確
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
現
状
と
さ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
経
済
状
況
が
続
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
分
離
独

立
へ
の
賛
成
投
票
は
、
独
立
と
い
う
不
確
か
な
将
来
に
賭
け
る
い
わ
ば
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も

コ
ス
ト
の
方
に
目
が
行
き
が
ち
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
分
離
独
立
は
政
治
的
に
も
社
会
的
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る

た
め
、
そ
れ
が
一
時
的
な
も
の
で
あ
れ
経
済
的
に
も
大
き
な
混
乱
を
引
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
の
住
民
に
と
っ
て
も
容

易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
分
離
独
立
に
よ
る
経
済
的
な
利
益
に
つ
い
て
よ
ほ
ど
確
信
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
住
民
投
票

で
賛
成
投
票
す
る
の
は
か
な
り
の
勇
気
を
伴
う
行
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（Young 1994b

）。

　

さ
ら
に
、
分
離
独
立
後
の
政
治
状
況
に
関
わ
る
争
点
で
も
、
分
離
独
立
反
対
派
は
賛
成
派
に
対
し
て
有
利
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
地
域
が
分
離
独
立
を
遂
げ
た
場
合
、
新
規
独
立
国
が
良
好
な
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
国
が
そ
れ
ま

で
所
属
し
て
い
た
国
（
継
承
国
家
）
と
の
関
係
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ

リ
ス
か
ら
独
立
す
る
と
、
独
立
国
と
な
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
残
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
関
係
が
結
ば
れ
る
の
か
、
と
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い
う
問
題
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
行
く
末
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
独
立
前
ま
で
の
円
滑
な
経
済
関
係
が
維
持

さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
外
国
と
な
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
何
ら
か
の
経
済
的
な
障
壁
を
築
く
の
か
で
は
、
大
き

な
違
い
が
出
て
く
る
の
は
明
白
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
分
離
独
立
反
対
派
は
、
住
民
投
票
で
独
立
へ
の
反
対
を
呼
び
か
け
る
理
由
と
し
て
、
分
離
独
立
が
実
現
し
て
も
残

さ
れ
た
継
承
国
家
が
新
規
独
立
国
と
の
間
で
の
経
済
関
係
を
独
立
前
と
同
じ
よ
う
に
緊
密
に
保
つ
保
障
は
ど
こ
に
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
分
離
独
立
後
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
継
承
国
家
が
新
規
独
立
国
に
対
し
て
経
済
制
裁
を
行
う
可
能

性
も
否
定
し
な
い
、
と
い
う
脅
し
に
近
い
将
来
像
を
ち
ら
つ
か
せ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
分
離
独
立
賛
成
派
は
、
経
済
制
裁
の
よ
う
な
脅
し
は
分
離
独
立
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
前
の
反
対
派
の
戦
略
と
し
て

は
合
理
的
で
あ
る
が
（
独
立
へ
の
反
対
票
を
増
や
す
た
め
）、
い
っ
た
ん
住
民
投
票
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
分
離
独
立
が
実
現
し
た
後
に
、

そ
の
よ
う
な
脅
し
を
継
承
国
家
が
現
実
に
実
施
す
る
の
は
合
理
的
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
継
承
国
家
が
新
規
独
立
国
に
対
し

て
経
済
制
裁
を
行
え
ば
、
独
立
国
の
経
済
だ
け
で
な
く
、
継
承
国
家
の
経
済
に
も
大
き
な
打
撃
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
前
の
反
対
派
の
脅
し
は
、
単
な
る
ブ
ラ
フ
（
は
っ
た
り
）
に
す
ぎ
ず
、
分
離
独
立
が
実
現
し
た

暁
に
は
、
お
互
い
の
経
済
的
利
益
に
も
と
づ
い
て
、
継
承
国
家
と
新
規
独
立
国
の
間
で
独
立
前
と
同
じ
よ
う
に
緊
密
な
経
済
関
係
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
賛
成
派
は
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
分
離
独
立
実
現
後
の
継
承
国
家
と
新
規
独
立
国
と
の
経
済
関
係
に
つ
い
て
、
分
離
独
立
反
対
派
と
賛
成
派
は
ま

っ
た
く
異
な
る
見
通
し
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
見
通
し
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
よ
り
説
得
的
、
も
し
く
は
信
頼
で
き
る
見
通
し
で
あ
る

と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
見
す
る
と
分
離
独
立
賛
成
派
の
主
張
、
す
な
わ
ち
独
立
後
も
緊
密
な
経
済
関
係
が
継
続
す
る
と
い
う
見
通
し
が

実
現
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
お
互
い
の
経
済
的
利
益
に
も
と
づ
い
て
考
え
れ
ば
、
た
し
か
に
そ
れ
が
﹁
正
解
﹂
で
あ
る
と
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す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
分
離
独
立
と
い
う
大
き
な
政
治
的
シ
ョ
ッ
ク
を
伴
う
出
来
事
が
起
こ
っ
た
後
に
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
経
済
的
利
益
に
も
と

づ
い
て
冷
静
な
判
断
が
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
分
離
独
立
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
継
承
国
家
の
住
民
が
、
新
規
独
立
国
に
対

す
る
反
発
か
ら
そ
の
国
の
商
品
や
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
行
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
新
規
独
立
国
の
中
に
工

場
や
営
業
所
を
有
す
る
継
承
国
家
の
企
業
が
、
両
国
の
経
済
関
係
の
悪
化
を
恐
れ
て
撤
退
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
一
般
住
民
や
民
間
企
業
の
行
動
は
、継
承
国
家
の
政
府
が
新
規
独
立
国
と
の
経
済
関
係
を
良
好
に
保
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

強
制
的
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
継
承
国
家
が
分
離
独
立
の
実
現
に
よ
っ
て
そ
の
領
土
の
一
部
を
喪
失
す
る
こ
と
は
、
大
規
模
な
政
治
危
機
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
政
権
を
担
当
し
て
い
た
与
党
や
首
相
が
、
領
土
を
失
っ
た
こ
と
へ
の
有
権
者
の
怒
り
の
前
に
退
陣
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
事
態
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
首
相
の
選
出
や
新
し
い
政
権
枠
組
の
構
築
に
は
、
か
な
り
時

間
が
か
か
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
分
離
独
立
後
に
継
承
国
家
の
政
治
過
程
が
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
混
乱
を

極
め
る
と
、
新
規
独
立
国
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
経
済
関
係
を
築
く
の
か
と
い
う
問
題
は
、
後
回
し
に
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
以
上

の
よ
う
に
、
分
離
独
立
が
実
現
し
た
後
の
流
動
的
な
政
治
状
況
を
考
え
る
と
、
住
民
投
票
で
一
票
を
投
じ
る
有
権
者
か
ら
す
れ
ば
、
賛
成
派

の
主
張
は
希
望
的
観
測
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
（Young 1994b

）。

　

上
述
の
よ
う
に
、
分
離
独
立
後
の
経
済
に
関
す
る
争
点
で
も
、
ま
た
政
治
状
況
に
関
す
る
争
点
で
も
、
分
離
独
立
反
対
派
が
賛
成
派
に
対

し
て
基
本
的
に
有
利
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
、
先
進
国
に
お
い
て
分
離
独
立
が
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
に
お
い
て
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ

Ｐ
：Scottish N

ational P
arty

）
な
ど
の
分
離
独
立
賛
成
派
の
勢
力
が
反
対
派
に
対
し
て
な
か
な
か
優
位
に
立
て
な
か
っ
た
の
は
、
分
離
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独
立
住
民
投
票
に
お
け
る
賛
成
派
の
議
論
と
反
対
派
の
議
論
の
構
造
的
な
関
係
、
す
な
わ
ち
反
対
論
の
賛
成
論
に
対
す
る
優
位
に
一
因
が
あ

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

五　

分
離
独
立
住
民
投
票　
（
一
）
カ
ナ
ダ
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
経
験
は
何
を
意
味
す
る
の
か

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
北
隣
に
位
置
す
る
国
と
し
て
カ
ナ
ダ
が
あ
る
。
そ
の
カ
ナ
ダ
を
構
成
す
る
一
〇
州
の
一
つ
が
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
の
東
部
に
位
置
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
は
、
面
積
が
約
一
五
四
万
平
方
キ
ロ
で
日
本
の
四
倍
以
上
あ
る
が
、
人
口
は
約
七
八
〇
万
人
と
大

阪
府
よ
り
も
や
や
少
な
い
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
の
中
で
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
は
他
の
地
域
と
は

違
っ
て
独
特
の
存
在
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
系
の
入
植
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
植
民
地
が
起

源
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
八
世
紀
後
半
の
七
年
戦
争
で
ケ
ベ
ッ
ク
は
イ
ギ
リ
ス
軍
に
占
領
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後

の
講
和
条
約
に
よ
っ
て
ケ
ベ
ッ
ク
は
イ
ギ
リ
ス
領
と
な
り
、
現
在
ま
で
カ
ナ
ダ
の
一
州
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ケ
ベ
ッ
ク
が
イ
ギ
リ
ス
領

と
な
っ
た
際
、
イ
ギ
リ
ス
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
反
発
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
使
用
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
、

そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
温
存
す
る
こ
と
を
容
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
も
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
住
民
の
約
八
割
が
主
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
話

す
人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
公
用
語
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
全
体
で
も
英
語
と
並
ん
で
公
用
語
と
な
っ
て
い
る

（
竹
中
、
二
〇
一
四
）。

　

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
編
入
さ
れ
て
以
来
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
フ
ラ
ン
ス
系
の
言
語
や
宗
教
、
文
化
の
温
存
に
対
す
る
寛
容
な
対
応
の
影
響

も
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
分
離
独
立
を
求
め
る
動
き
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
世
紀
後
半
に
な

っ
て
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
独
立
を
求
め
る
勢
力
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
分
離
独
立
賛
成
派
の
政
党
で
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク
党
（P

arti 
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九
五
九

Q
uébécois

）
に
結
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
党
は
一
九
七
六
年
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
議
会
選
挙
で
勝
利
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
い
て

初
め
て
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ケ
ベ
ッ
ク
党
政
権
の
下
で
、
一
九
八
〇
年
に
カ
ナ
ダ
か
ら
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離

独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
結
果
は
、
分
離
独
立
に
反
対
が
五
九
・

五
〇
％
、
賛
成
が
四
〇
・
五
〇
％
と
な
り
、
ほ
ぼ
二
〇
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
大
差
で
分
離
独
立
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（H

ouse of 

C
om

m
ons L

ibrary 2013, 8

）。

　

住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
は
、
一
時
賛
成
が
反
対
を
上
回
る
世
論
調
査
結
果
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
二
〇
ポ
イ
ン
ト
差
と
い
う

大
差
で
の
否
決
を
も
た
ら
し
た
主
な
要
因
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
連
邦
政
府
に
よ
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
対
す
る
約
束
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
と
き

カ
ナ
ダ
の
首
相
を
務
め
て
い
た
の
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー
（P

ierre T
rudeau

）
で
あ
っ

た
。
ト
ル
ド
ー
首
相
は
、
住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
が
否
決
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
現
状
維
持
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
人
々
が
求
め
て
い
る
自
治
権
拡
大
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
の

分
離
独
立
の
主
張
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
人
々
の
中
に
は
、
ト
ル
ド
ー
首
相
の
自
治
権
拡
大
の
約
束
を
信
じ
て
反
対
投
票
に
回
っ
た
部
分
も
少

な
く
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
自
治
権
拡
大
を
含
む
カ
ナ
ダ
憲
法
改
正
の
試
み
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
と
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
二
度
に

わ
た
っ
て
、
予
定
さ
れ
た
自
治
権
拡
大
の
内
容
は
十
分
で
は
な
い
と
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
反
対
や
、
ケ
ベ
ッ
ク
優
遇
に
反
発
す
る
そ
の
他
の

州
の
反
対
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
に
挫
折
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
カ
ナ
ダ
か
ら
の
分
離
独
立
を
求
め
る
動
き
が
再

び
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
の
州
議
会
選
挙
に
お
い
て
分
離
独
立
賛
成
派
の
ケ
ベ
ッ
ク
党
が
政
権
に
復
帰
し
、
翌
一

九
九
五
年
に
再
び
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
九
九
五
年
の
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

始
ま
っ
た
時
点
で
は
、
世
論
調
査
に
お
い
て
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
独
立
へ
の
反
対
が
賛
成
を
や
や
上
回
っ
て
い
た
が
、
住
民
投
票
の
投
票
日
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が
近
づ
く
に
つ
れ
て
接
戦
と
な
り
、
賛
成
票
が
多
数
を
占
め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
次
第
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
実
際
の
投
票
結

果
は
、
ま
さ
に
接
戦
を
反
映
し
た
結
果
と
な
っ
た
。
分
離
独
立
に
反
対
が
五
〇
・
五
八
％
、
賛
成
が
四
九
・
四
二
％
で
、
賛
否
の
差
が
わ
ず

か
一
ポ
イ
ン
ト
差
、
票
数
に
す
る
と
五
〇
〇
万
票
ぐ
ら
い
の
総
投
票
数
の
う
ち
、
わ
ず
か
五
万
四
千
票
程
度
の
票
差
で
、
分
離
独
立
が
否
決

さ
れ
た
の
で
あ
る
（H

ouse of C
om

m
ons L

ibrary 2013, 22

）。
こ
れ
は
、
も
し
分
離
独
立
に
反
対
票
を
投
じ
た
人
々
の
中
か
ら
、
三
万

人
弱
ぐ
ら
い
が
反
対
票
で
は
な
く
賛
成
票
を
投
じ
て
い
れ
ば
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
独
立
が
可
決
し
て
い
た
わ
け
で
、
ま
さ
に
薄
氷
を
踏
む

よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
一
九
九
五
年
に
行
わ
れ
た
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
カ
ナ
ダ
か
ら
の
分
離
独
立
に
関
す
る
二
度
目
の
住
民
投
票
に
お
い
て
、
分
離
独
立

が
実
現
す
る
瀬
戸
際
に
ま
で
至
る
よ
う
な
僅
差
で
の
否
決
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
確
認
で
き
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
に
行
わ
れ
た
一
度
目
の
住
民
投
票
か
ら
一
九
九
五
年
に
行
わ
れ
た
二
度
目
の
住
民
投
票
ま
で
の
間

に
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
自
分
は
カ
ナ
ダ
人
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
ケ
ベ
ッ
ク
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
特
に

強
ま
る
傾
向
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
間
、
ケ
ベ
ッ
ク
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
急
速

に
強
ま
っ
た
結
果
、
二
度
目
の
住
民
投
票
で
分
離
独
立
が
可
決
す
る
寸
前
に
ま
で
至
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

先
に
、
な
ぜ
先
進
国
で
は
分
離
独
立
が
見
ら
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
際
、
先
進
国
に
お
け
る
分
離
独
立
問
題
で

は
経
済
的
な
要
因
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
一
九
九
五
年
に
実
施
さ
れ
た
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
の
住
民
投
票
で
は
、
ま
さ
に

経
済
的
な
争
点
を
め
ぐ
っ
て
分
離
独
立
賛
成
派
が
住
民
の
か
な
り
の
部
分
を
説
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
、
賛
成
票
の
拡
大
に
貢
献

し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
独
立
が
も
た
ら
す
経
済
面
で
の
短
期
的
影
響
と
長
期
的
影

響
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
に
、
多
く
の
住
民
が
短
期
的
に
は
経
済
的
な
悪
化
が
見
ら
れ
て
も
、
長
期
的
に
は
経
済
発
展
が
達
成
で
き
る
と
い
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う
前
向
き
な
見
通
し
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
分
離
独
立
賛
成
派
の
主
張
、
す
な
わ
ち
分
離
独
立
は
混
乱

な
く
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
達
成
で
き
る
と
か
、
独
立
後
も
カ
ナ
ダ
と
ケ
ベ
ッ
ク
の
間
に
は
密
接
な
経
済
関
係
が
維
持
さ
れ
る
の
で
ケ
ベ
ッ
ク

の
経
済
は
安
定
し
て
発
展
す
る
な
ど
の
主
張
が
、
住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
が
可
決
す
る
寸
前
の
と
こ
ろ
ま
で
至
る
結
果
を
も
た
ら
す

う
え
で
、
大
き
な
後
押
し
を
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
一
九
九
五
年
の
住
民
投
票
に
お
い
て
、
基
本
的
に
分
離
独
立
反
対
派
が
有
利
な
立
場
に
立
つ
と
さ
れ
る
経
済
に
関
わ
る

争
点
で
、
分
離
独
立
賛
成
派
が
ほ
ぼ
互
角
の
戦
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
住
民
投
票
に

関
す
る
分
離
独
立
反
対
派
の
戦
略
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
住
民
投
票
は
分
離
独
立
を
目
指
す
ケ
ベ
ッ
ク
党
が
ケ
ベ
ッ
ク

州
の
政
権
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ベ
ッ
ク
党
政
権
が
分
離
独
立
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
、
カ
ナ
ダ
連
邦
政
府
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
い
て
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
を
一
方
的
に
決

定
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
カ
ナ
ダ
の
連
邦
政
府
は
、
か
つ
て
の
ト
ル
ド
ー
首
相
と
同
じ
く
ケ
ベ
ッ
ク
州
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
の

ジ
ャ
ン
・
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
（Jean C

hrétien
）
首
相
を
中
心
と
す
る
自
由
党
が
政
権
を
握
っ
て
い
た
。
ま
た
自
由
党
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
も

ケ
ベ
ッ
ク
党
に
対
抗
す
る
野
党
第
一
党
で
あ
っ
た
の
で
、住
民
投
票
に
お
け
る
分
離
独
立
反
対
派
の
中
心
と
な
っ
た
の
も
自
由
党
で
あ
っ
た
。

　

ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
と
自
由
党
指
導
部
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
け
る
分
離
独
立
住
民
投
票
の
実
施
に
反
対
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
住
民
投

票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
特
に
住
民
投
票
の
﹁
問
い
﹂
の
文
言
を
強
く
批
判
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
何
が
問
題
に
さ
れ
た
か
と

い
う
と
、
シ
ン
プ
ル
に
カ
ナ
ダ
か
ら
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
独
立
の
是
非
が
問
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ケ
ベ
ッ
ク
独
立
後
の
カ
ナ
ダ
と
の

間
で
の
新
た
な
政
治
的
、
経
済
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も
と
づ
い
て
独
立
す
る
こ
と
の
是
非
を
問
う
と
い
う
、
分
離
独
立
反
対
派
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
非
常
に
不
明
確
な
文
言
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
が
カ
ナ
ダ
か
ら
﹁
分
離
し
て
独
立
﹂
す
る

の
で
は
な
く
、﹁
分
離
し
な
い
で
独
立
﹂
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
文
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
住
民
投
票
で
一
票
を
投
じ
る
有
権
者
を
混
乱
さ
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せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
、
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
や
自
由
党
の
批
判
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
﹁
問
い
﹂
の

文
言
に
な
っ
た
か
と
言
え
ば
、
分
離
独
立
後
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
行
く
末
に
つ
い
て
不
安
を
抱
く
人
々
に
安
心
し
て
賛
成
投
票
さ
せ
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
分
離
独
立
賛
成
派
の
ケ
ベ
ッ
ク
党
に
よ
っ
て
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
﹂
に
関
わ
る
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
の
批
判
は
的
を
射
て
い
た
側
面
は
た
し
か
に
あ
っ
た
（K

eating 2001, 82-97

）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
住
民
投
票
の
文
言
に
関
す
る
批
判
が
、
反
対
派
の
運
動
を
展
開
す
る

上
で
足
か
せ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
先
進
国
に
お
け
る
分
離
独
立
問
題
で
は
経
済
的
な
要
因
が
決
定
的
な
重
要
性
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
分
離
独
立
反
対
派
の
立
場
に
立
て
ば
、
分
離
独
立
は
経
済
的
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
を
住
民

に
対
し
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
け
る
一
九
九
五
年
の
住
民
投
票
で
は
、
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
や
自
由

党
政
権
が
住
民
投
票
の
文
言
に
つ
い
て
強
い
批
判
を
展
開
し
て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
た
め
に
、
住
民
投
票
に
お
い
て
賛
成
多
数
の
結
果
と
な

っ
た
場
合
に
、
連
邦
政
府
が
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
独
立
を
承
認
す
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
明
確
に
回
答
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

住
民
投
票
で
分
離
独
立
が
賛
成
多
数
と
な
っ
た
場
合
に
連
邦
政
府
と
し
て
ど
う
す
る
の
か
、
と
何
度
も
問
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
レ

テ
ィ
エ
ン
首
相
は
不
明
確
な
文
言
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
住
民
投
票
の
民
主
主
義
的
正
統
性
を
批
判
す
る
一
方
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
住
民

は
カ
ナ
ダ
の
一
員
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
選
択
す
る
に
違
い
な
い
と
し
て
、
賛
成
多
数
の
結
果
が
出
る
こ
と
自
体
を
否
定
し
続
け
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、﹁
も
し
住
民
投
票
で
賛
成
多
数
と
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
﹂、
と
い
っ
た
仮
定
の
質
問
に
は
答
え
る
必
要
は
な
い
な
ど
の
態
度

も
見
ら
れ
た
（Young 1999, 53-57

）。

　

住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
が
承
認
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
を
頭
か
ら
否
定
す
る
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
な
ど
分
離
独
立
反
対
派
の
戦
術
は
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
反
対
派
の
最
大
の
攻
撃
手
段
を
奪
う
こ
と
に
な
っ
た
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
分
離
独
立
住
民
投
票
の

最
大
の
争
点
で
あ
る
経
済
問
題
に
関
し
て
、
賛
成
派
に
対
す
る
攻
撃
の
手
を
緩
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
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る
。
住
民
に
対
し
て
分
離
独
立
の
経
済
的
デ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
ん
分
離
独
立
が
実
現
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
た

上
で
、
そ
れ
が
住
民
に
と
っ
て
い
か
に
経
済
的
な
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
目
に
見
え
る
形
で
指
し
示

す
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
な
ど
分
離
独
立
反
対
派
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
が
分
離
独
立
す
る
シ

ナ
リ
オ
を
初
め
か
ら
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
に
対
し
て
分
離
独
立
の
経
済
的
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

経
済
的
な
争
点
に
関
す
る
分
離
独
立
反
対
派
の
主
張
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
州
が
分
離
独
立
す
る
こ
と
は
経
済
的
な
不
安
定
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
不
確
実
な
将
来
を
選
択
す
る
の
は
賢
明
で
は
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
一
般
的
、
抽
象
的
な
も
の
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
分
離
独
立
賛
成
派
が
、
経
済
的
不
安
定
に
関
す
る
反
対
派
の
主
張
は
単
な
る
ブ
ラ
フ
（
は
っ
た
り
）

に
す
ぎ
な
い
、
住
民
投
票
で
分
離
独
立
が
承
認
さ
れ
れ
ば
カ
ナ
ダ
の
連
邦
政
府
は
ケ
ベ
ッ
ク
と
の
間
で
独
立
前
と
同
じ
よ
う
に
緊
密
な
経
済

関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
が
カ
ナ
ダ
と
ケ
ベ
ッ
ク
の
お
互
い
の
経
済
的
な
利
益
だ
か
ら
だ
、
と
い
う
主
張
を
展
開
す

る
の
に
対
し
て
、
反
対
派
に
よ
る
有
効
な
反
論
は
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（Young 1999, 48-52

）。

　

一
九
九
五
年
一
〇
月
三
〇
日
の
投
票
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
次
第
に
賛
成
派
が
優
勢
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
強

ま
り
、
世
論
調
査
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
結
果
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
終
盤
に
な
っ
て
分
離

独
立
が
可
決
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
中
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
と
分
離
独
立
反
対
派
は
二
つ
の
対
応
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。
一
つ
は
、
そ
れ
ま
で
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
連
邦
制
の
シ
ス
テ
ム
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
独
自
性
を
十
分
に
反
映
で
き
る
ほ
ど
柔
軟
な
の

で
連
邦
制
の
改
革
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き
た
の
を
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
へ
の
さ
ら
な
る
自
治
権
拡
大
を
約
束
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
一
九
八
〇
年
の
住
民
投
票
で
ト
ル
ド
ー
首
相
が
行
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
方
策
、
す
な
わ
ち
住
民
投
票

で
分
離
独
立
を
否
決
す
れ
ば
ケ
ベ
ッ
ク
州
へ
の
自
治
権
拡
大
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
と
い
う
立
場
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
住
民
投
票
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で
の
反
対
票
の
底
上
げ
を
狙
っ
た
わ
け
で
あ
る
（Young 1999, 58-59

）。

　

分
離
独
立
反
対
派
の
も
う
一
つ
の
対
応
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
内
外
に
住
ん
で
い
る
人
々
を
集
め
た
一
〇
万
人
規
模
の
大
規
模
な
カ
ナ
ダ
団

結
集
会
（U

nity R
ally

）
を
開
い
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
カ
ナ
ダ
へ
の
残
留
を
強
く
呼
び
か
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
住
民
投
票
に
お
い
て
分
離

独
立
の
是
非
を
決
め
る
こ
と
自
体
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
住
民
が
決
定
す
る
事
柄
で
あ
る
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
以
外
の
人
々
も
ケ
ベ
ッ
ク
の
分
離
独

立
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
彼
ら
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
住
民
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
か
ら
離
脱
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
さ
せ
た
わ
け

で
あ
る
。
な
お
、
カ
ナ
ダ
各
地
か
ら
多
く
の
人
々
を
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
行
わ
れ
た
団
結
集
会
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
、
航
空
会
社
や
鉄
道
会
社
、

バ
ス
会
社
な
ど
が
格
安
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
す
る
一
方
、
団
結
集
会
に
参
加
で
き
な
い
カ
ナ
ダ
人
に
は
電
話
会
社
が
ケ
ベ
ッ
ク
州
向
け
無
料

通
話
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
住
民
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
残
留
を
呼
び
か
け
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（K

eating 

2001, 82-97

）。
こ
の
よ
う
な
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
盤
で
の
分
離
独
立
反
対
派
に
よ
る
な
り
振
り
構
わ
な
い
対
応
が
、
最
終
的
に
は

分
離
独
立
反
対
票
が
僅
差
で
賛
成
票
を
抑
え
る
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

六　

分
離
独
立
住
民
投
票　
（
二
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
向
け
た
困
難
な
ハ
ー
ド
ル

　

分
離
独
立
が
実
現
す
る
際
、
住
民
投
票
に
よ
る
承
認
を
経
て
独
立
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、

一
九
九
三
年
一
月
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
い
う
二
つ
の
国
家
に
分
離
し
た
、
い
わ
ゆ
る

﹁
ビ
ロ
ー
ド
離
婚
（V

elvet D
ivorce

）﹂）
7
（

の
際
に
は
、
い
ず
れ
の
側
で
も
分
離
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
チ
ェ
コ
と

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
主
要
政
党
が
国
家
の
二
分
割
に
合
意
し
た
結
果
、
住
民
投
票
を
行
わ
ず
に
分
離
独
立
が
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
（Young 

1994a

）。
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し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
に
ス
ー
ダ
ン
か
ら
分
離
独
立
を
遂
げ
た
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
国
連
の
監
視
下
で
分
離
独
立
の
是
非
を
め
ぐ

っ
て
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に
よ
っ
て
独
立
を
達
成
し
た
よ
う
に
、
近
年
で
は
住
民
投
票
の
手
続
き
を
と
る
場
合
が
よ

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
を
目
ざ
す
政
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
も
分
離
独
立

の
是
非
を
住
民
投
票
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
問
う
こ
と
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
分
離
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
（M

itchell, B
ennie and Johns 2012

）。

　

た
だ
、
法
的
に
言
え
ば
、
分
離
独
立
を
め
ざ
し
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
分

離
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
を
合
法
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

イ
ギ
リ
ス
す
な
わ
ち
﹁
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
﹂
の
国
家
構
造
に
関
す
る
権
限
は
、
権
限
移
譲
を
定
め

た
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
も
と
づ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
に
携
わ
る
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

ー
議
会
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
過
半
数
議
席
を
有
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
は
、
分
離
独
立
住
民
投
票

を
実
施
す
る
民
主
主
義
的
正
統
性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
住
民
投
票
を
実
施
す
る
法
的
な
権
限
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（Lynch 2013, 283

）。

　

そ
こ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
と
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
の
間
で
分
離
独
立
住
民
投
票
を
め
ぐ
る

交
渉
が
行
わ
れ
、
住
民
投
票
は
合
法
で
公
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
両
者
が
合
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
五
日
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
首
相
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
モ
ン
ド
（A

lex Salm
ond

）
と
イ
ギ
リ
ス
首
相

の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
と
の
間
で
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
に
よ
っ

て
、
二
〇
一
四
年
中
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
、
住
民
投
票
で
問
わ
れ
る
文
言
に
つ
い
て
は
独
立
機
関
で
あ
る
選
挙
委
員
会
が
責
任
を
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持
っ
て
明
確
な
内
容
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
た
の
で
あ
る
（H

M
 G

overnm
ent and the Scottish G

overnm
ent 2012

）。

　

ち
な
み
に
、
住
民
投
票
で
投
票
で
き
る
有
権
者
資
格
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
常
の
有
権
者
資
格
で
あ
る
一
八
歳
以
上
の
男
女
で
は
な
く
一
六

歳
以
上
の
男
女
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 28 June 2013

）。
有
権
者
資
格
を
持
つ
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
以
前
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
積
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
未
来
を
担
う
一
六
歳
や
一
七
歳
の
若
者
に
と
っ
て
大
き

な
意
味
を
持
つ
分
離
独
立
住
民
投
票
に
お
い
て
一
票
を
投
じ
る
権
利
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
働
党
な
ど
他
の
政
党
も
賛
成
に
回

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
先
ほ
ど
見
た
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
事
例
と
比
べ
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
離
独
立
住
民
投
票
は
大
き
な
違
い
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
法
性
や
文
言

の
不
明
確
さ
に
つ
い
て
カ
ナ
ダ
の
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
や
連
邦
政
府
が
厳
し
い
批
判
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
が
行
わ
れ
る
前
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
間
で
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
と
い
う
形
の

合
意
が
成
立
し
、
そ
れ
を
受
け
て
合
法
的
か
つ
明
確
な
文
言
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
の
是
非
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
選
挙
委
員
会
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
住
民
投
票
の
﹁
問
い
﹂
の
文
言
は
、
次
の
よ
う
に
シ
ン
プ
ル
か
つ
明
快

な
も
の
で
あ
っ
た
。﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
国
と
な
る
べ
き
で
す
か
（Should Scotland be an independent country?

）﹂（T
he 

E
lectoral C

om
m

ission 2013, 33

）。

　

さ
ら
に
、
住
民
投
票
で
分
離
独
立
賛
成
票
が
多
数
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
カ
ナ
ダ
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
立
場
は
対
照

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
の
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
は
住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
が
可
決
し
た
場
合
に
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
仮

定
の
質
問
に
は
答
え
な
い
姿
勢
を
と
り
続
け
た
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
分
離
独
立
に
賛
成
多
数
と
い
う
結
果
が
出
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た
場
合
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
判
断
を
尊
重
し
て
独
立
を
承
認
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
（T

he Scotsm
an, 16 

O
ctober 2012

）。

　

以
上
の
よ
う
な
住
民
投
票
の
実
施
を
め
ぐ
る
カ
ナ
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
政
府
の
対
応
の
違
い
は
、
分
離
独
立
反
対
派
の
住
民
投
票
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
戦
術
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て

ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
独
立
が
実
現
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
独
立
後
の
経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
住
民
投
票
の
結
果
次
第
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
す
る
こ
と
を
認
め
る

こ
と
に
よ
り
、
反
対
派
は
独
立
後
の
経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
多
様
な
側
面
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
分
離
独
立
住
民
投
票
の
最
大
の
争
点
で
あ
る
経
済
に
関
わ
る
問
題
で
、
分
離
独
立
反
対
派
が

か
な
り
有
利
な
立
場
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
で
は
、
ど
の
よ
う
な
争
点
を
め
ぐ
っ
て
分
離
独
立
賛
成
派
と
反
対
派
が

対
立
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
分
離
独
立
住
民
投
票
の
主
要
な
争
点
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題
と
通
貨
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
検

討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
国
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
分
離
独
立
賛
成
派
の
Ｓ
Ｎ

Ｐ
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
に
反
対
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
も
認
め
て
い
た
。
た
し
か
に
、
人
口
六
〇
〇
〇
万
人
を
超

え
る
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
れ
ば
、
五
〇
〇
万
人
を
少
し
超
え
る
程
度
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
す
れ
ば
、
小
国
と
な
る
こ
と
に

間
違
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
特
に
小
さ
い
部
類
に

属
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

＞

表

－

１

＜

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
で
独
立
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
人
口
が
少
な

い
方
の
国
と
は
な
る
が
、
そ
れ
で
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
よ
り
も
人
口
が
多
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
デ
ン
マ
ー
ク
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
人
口
と
な
っ
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＜表－1＞　スコットランド独立とEU加盟国の人口および面積

人口（万人） 面積（万平方キロ）

マルタ 　 42 　0.03
ルクセンブルク 　 55 　0.26
キプロス 　 86 　0.93
エストニア 　131 4.5
スロヴェニア 　206 2.0
ラトヴィア 　219 6.5
リトアニア 　297 6.5
クロアチア 　428 5.6
アイルランド 　459 7.3
スコットランド 　533 7.8
スロヴァキア 　541 4.9
フィンランド 　543 33.8
デンマーク 　562 4.3
ブルガリア 　732 11.1
オーストリア 　845 8.4
スウェーデン 　956 45　
ハンガリー 　990 9.3
ポルトガル 1,049 9.2
チェコ 1,051 7.9
ベルギー 1,120 3.0
ギリシャ 1,132 13　
オランダ 1,679 4.2
ルーマニア 1,904 23.8
ポーランド 3,853 32.3
スペイン 4,672 50.6
イギリス 5,877 16.6
（※スコットランド除く）
イタリア 5,940 30.1
フランス 6,582 54.4
ドイツ 8,052 35.7

出典　 外務省ホームページ、各国・地域情勢（http://www.mofa.go.jp/mofaj/

area/index.html）、2014年7月25日参照。Iain McLean, Jim Gallagher and 

Guy Lodge, Scotland’s Choices, 2nd edition （Edinburgh: Edinburgh 

University Press, 2014）, p. 33.
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て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
も
し
独
立
を
達
成
す
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
北
欧
の
小
国
と
同
じ
よ
う
な
規
模
の
国
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

住
民
投
票
で
一
票
を
投
じ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
国
と
な
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か

で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
る
よ
り
も
独
立
す
る
方
が
望
ま
し
い
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
も
っ
と
あ
か
ら
さ
ま
に
言
え
ば
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
の
独
立
は
得
な
の
か
損
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
、
と
言
っ
て
も
言
い
す
ぎ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
賛
成
多
数
と
い
う
結
果
が
出
て
い
た
な
ら
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
帰
結
が
も

た
ら
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
新
規
独
立
国
と
な
る
一
方
で
、
残
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
が
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
、
す
な
わ
ち
連
合
王
国
を
引
き
継
ぐ
継
承
国
家
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
継
承
国

家
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
、
も
し
く
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
は
、
国
連
や
Ｅ
Ｕ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
ど
、
そ

れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
が
加
盟
し
て
い
た
国
際
機
関
に
お
け
る
加
盟
国
と
し
て
の
資
格
を
維
持
す
る
の
に
対
し
て
、
新
規
独
立
国
の
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
は
、
国
連
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
機
関
に
対
し
て
新
た
に
加
盟
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
国
連
加
盟
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
に
独
立
し
た
南
ス
ー
ダ
ン
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
加
盟
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
加
盟
に
つ
い
て
も
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
ど
へ
の
加
盟
に
つ
い
て

は
、
国
連
加
盟
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
（F

lem
ing 2014

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
た
場
合
、
最
も
重
要
な
国
際
的
な
関
係
が
Ｅ
Ｕ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
独
立
し
た
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
な
い
道
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
わ
け
だ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
を
は
じ
め
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独

立
を
求
め
る
人
々
の
多
く
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利
益
に
な
る
と
し
て
い
た
。
な
お
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
当
初
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
あ
る

イ
ギ
リ
ス
か
ら
分
離
独
立
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
自
動
的
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
主
張
を
し
て
い
た
が
、
現
実

に
は
自
動
的
な
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
に
主
張
を
改
め
る
こ
と
に
な
り
、
新
規
独
立
国
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
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ド
を
Ｅ
Ｕ
の
側
は
歓
迎
し
、
比
較
的
短
期
間
で
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
達
成
さ
れ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（Torrance 2013, 124-138

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
向
け
た
青
写
真
を
示
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
の
政
府
白
書
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
の
住
民
投
票
で
賛

成
多
数
の
結
果
が
出
て
、
二
年
後
の
二
〇
一
六
年
中
に
独
立
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
二
〇
一
六
年
中
の
独
立
と
同
時
に
Ｅ
Ｕ
加

盟
も
達
成
す
る
こ
と
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
一
時
的
に
Ｅ
Ｕ
の
非
加
盟
国
と
な
る
期
間
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
（T

he Scottish G
overnm

ent 2013, 220

）。
要
す
る
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
二
〇
一
六
年
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
と
し
て
、
そ

し
て
、
二
〇
一
六
年
以
降
は
新
規
加
盟
国
と
し
て
Ｅ
Ｕ
の
域
内
に
と
ど
ま
り
つ
づ
け
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
既
存
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
分
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
独
立
国
家
が
で
き
た
事
例
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
分
離
独
立
に
伴
っ
て
Ｅ
Ｕ
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
（K

enealy 2014

）。
た
だ
、
一
九
九
〇
年
の
東

西
ド
イ
ツ
統
一
の
よ
う
に
分
裂
し
て
い
た
国
家
が
統
一
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
の
域
外
で
あ
っ
た
東
ド
イ
ツ
の
加
入
に
つ
い
て
比

較
的
柔
軟
な
対
応
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
つ
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
進
展
が
期
待
で
き
る
と
い
う
見
方
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
新
規
加
盟
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
す
べ
て
の
加
盟
国
の
承
認
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と

同
じ
よ
う
に
国
内
に
分
離
独
立
問
題
を
抱
え
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
加
盟
国
が
、
自
国
の
分
離
独
立
派
を
牽
制
す
る
た
め
に
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
あ
る
程
度
妨
害
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
（W

alker 2014

）。
少
な
く
と
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
現
す
る
こ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
な
ど
の
分
離
独
立
派

を
勢
い
づ
け
か
ね
な
い
危
険
性
が
あ
る
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
と
し
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
交
渉
に
つ
い
て
消
極
的
な
姿
勢
を
と

ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
Ｅ
Ｕ
に
新
規
加
盟
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
辰
巳
、
二
〇

一
二
年
、
二
四
六
︱
二
四
七
頁
）。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
は
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
な
ど
の
政
治
的
条
件
、
機
能
す
る
市
場
経
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済
な
ど
の
経
済
的
条
件
、
そ
し
て
、
ア
キ
・
コ
ミ
ュ
ノ
テ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
膨
大
な
Ｅ
Ｕ
の
法
体
系
に
関
わ
る
法
的
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
す
で
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
を
満

た
す
の
に
大
き
な
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
一
つ
難
し
い
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
Ｅ
Ｕ
に
新
た

に
加
盟
す
る
国
は
、
Ｅ
Ｕ
の
通
貨
同
盟
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ユ
ー
ロ
へ
の
参
加
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

現
在
、
イ
ギ
リ
ス
は
ユ
ー
ロ
に
参
加
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
Ｅ
Ｕ
を
設
立
し
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
お
い
て
ユ
ー
ロ
に
参
加
し
な
い

権
利
、
す
な
わ
ち
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
の
権
利
を
獲
得
し
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
（
力
久
、
二
〇
〇
三
年
、
五
一
頁
）。

　

近
年
の
ユ
ー
ロ
圏
債
務
危
機
な
ど
の
影
響
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ユ
ー
ロ
参
加
へ
の
反
対
が
圧
倒
的
多
数
に
な
っ
て
い
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
か
つ
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
た
暁
に
は
、
Ｅ
Ｕ
の
単

一
通
貨
ユ
ー
ロ
を
採
用
す
る
と
し
て
い
た
が
、
最
近
の
ユ
ー
ロ
不
人
気
の
影
響
も
あ
っ
て
ユ
ー
ロ
参
加
を
否
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
を
新
た
に
求
め
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
し
て
、
ユ
ー
ロ
参
加
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ

ト
が
す
ん
な
り
認
め
ら
れ
る
と
は
考
え
難
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
独
立
を
遂
げ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
、
す
ぐ
に
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
の
は

実
際
的
に
は
無
理
で
あ
る
が
、
近
い
将
来
ユ
ー
ロ
に
参
加
す
る
と
い
う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
す
こ
と
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
条
件
と
な
る
可
能
性

は
十
分
予
想
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
住
民
投
票
で
分
離
独
立
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
間
で
不
人
気

な
ユ
ー
ロ
参
加
を
受
け
入
れ
る
妥
協
を
し
て
ま
で
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
追
求
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
ユ
ー
ロ
参
加
を
嫌
っ
て
Ｅ
Ｕ
非
加
盟
の
道
を

選
ぶ
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
態
度
は
明
確
な
も
の
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
は
ユ
ー
ロ
参
加
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
欧
州
統
合
に
消
極
的
な
態

度
が
顕
著
な
イ
ギ
リ
ス
は
、
Ｅ
Ｕ
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
分
野
で
自
国
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
Ｅ
Ｕ
法
に
つ
い
て
適
用
除
外
を
獲

得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
で
は
い
わ
ゆ
る
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
も
と
づ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
あ
れ
ば
パ
ス
ポ
ー
ト
の
チ
ェ
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ッ
ク
な
し
に
自
由
に
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
と
も
に
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
か

ら
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
し
て
、
二
国
間
で
共
通
旅
行
圏
（C

om
m

on T
ravel A

rea

）
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ

ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
間
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
し
で
の
旅
行
が
可
能
な
の
に
対
し
て
、
他
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
の
間
で
は
パ

ス
ポ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
独
立
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
に
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
か
ら

の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
を
獲
得
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
シ
ェ
ン
ゲ
ン

協
定
に
組
み
込
ま
れ
れ
ば
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
か
ら
パ
リ
に
行
く
の
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
要
ら
な
く
な
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
に
は
パ
ス
ポ
ー

ト
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
間
の
交
通
の
密
度
か
ら
し
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど

の
国
境
管
理
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
で
は
な
い
が
、
財
政
面
で
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
の
中
で
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は

自
国
の
Ｅ
Ｕ
財
政
に
対
す
る
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
時
期
か
ら
恒
常
的
に
一
定
の
還
付
金
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
当
時
は
、
そ
し
て
現
在
で
も
あ
る
程
度
あ
て

は
ま
る
が
、
Ｅ
Ｕ
財
政
の
か
な
り
の
部
分
が
農
業
保
護
に
使
わ
れ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
比
較
的
農
業
が
盛
ん
な
国
は
大
き

な
利
益
を
受
け
て
い
た
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
経
済
に
占
め
る
農
業
の
割
合
が
か
な
り
小
さ
な
国
は
あ
ま
り
利
益
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
も
イ
ギ
リ
ス
は
年
間
三
〇
億
ポ
ン
ド
を
超
え
る
還
付
金
を
Ｅ
Ｕ
か
ら
受

け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（H

M
 T

reasury 2013, 47

）。
さ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
還
付
金
の
一

部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、
新
規
加
盟
国
と
な
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
そ
の
よ
う
な
特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ

と
は
考
え
難
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
も
し
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
際
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
還
付
金
を
失
え
ば
、
単
純
計
算
で
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
国
家
財
政
は
三
億
ポ
ン
ド
ほ
ど
縮
減
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（M

cL
ean, G

allagher and L
odge 2014, 40-41

）。
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住
民
投
票
で
分
離
独
立
が
認
め
ら
れ
た
後
、
将
来
的
に
ど
こ
か
の
時
点
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
な
る
こ
と
に
は
疑
い
は
な

か
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
す
で
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
な
ど
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
必
要
な
条
件
を
満
た
す
う
え
で
そ
れ
ほ
ど
困
難
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
加
盟
ま
で
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
加
盟
す
る
の
か
、
特
に
ユ
ー
ロ
や
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協

定
へ
の
参
加
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
Ｅ
Ｕ
財
政
か
ら
の
還
付
金
が
な
く
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
を
含
め
た
既
存
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
独
立
し
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
交
渉
の
行
方
は
不
確
定
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
結
び
つ
い
て
い
る
問
題
で
あ
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
分
離
独
立
後
に
ど
の
よ
う
な
通
貨
を
使
う
よ

う
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
分
離
独
立
の
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
問
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
分
離
独
立
を
果
た
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
通
貨
を
採
用
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
独
立
国
と
な

っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
経
済
的
に
最
も
重
要
な
決
定
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
（M

cL
ean, G

allagher and L
odge 2014, 

46

）。
独
立
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
選
択
肢
が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
新
し
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
自
の

通
貨
を
作
る
と
い
う
選
択
肢
、
二
つ
め
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
前
提
と
な
る
が
Ｅ
Ｕ
の
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
と
い
う
選
択
肢
、
そ
し
て
、

三
つ
め
は
、
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
独
立
後
も
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
を
使
い
続
け
る
と
い
う
選
択
肢
で
あ
る
。

　

第
一
の
選
択
肢
、
す
な
わ
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
自
の
通
貨
を
発
行
す
る
と
い
う
の
は
、
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
同
程
度
も
し
く
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
よ
り
も
小
さ
な
経
済
規
模
の
国
で
も
、
独
自
の
通
貨
が
使
わ
れ
て
い
る
例
は
数
多
く

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
人
口
を
持
つ
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
ユ
ー
ロ
に
参
加
せ
ず
独
自
の
通
貨

ク
ロ
ー
ネ
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
困
難
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
新
た
に
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
ス
コ
ッ
ト
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ラ
ン
ド
の
独
自
通
貨
に
つ
い
て
は
、
そ
の
導
入
後
し
ば
ら
く
の
間
は
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
や
他
の
主
要
通
貨
と
の
間
で
為
替
相
場
が
安
定
せ

ず
、
大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
る
恐
れ
が
強
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
特
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
北
海
油
田
か
ら
多
く
の
石
油
が
産
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
石
油
価
格
の
変
動
が
通
貨
の
為
替
相
場
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
為
替
相

場
の
変
動
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
イ
ギ
リ
ス
、
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の

経
済
関
係
に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
経
済
に
悪
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

　

第
二
の
選
択
肢
、
す
な
わ
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
の
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
た
に
独

立
国
と
な
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
手
続
き
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
で
は
ユ
ー
ロ
参

加
に
つ
い
て
、マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
定
め
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
収
斂
基
準
が
存
在
し
、
物
価
や
金
利
、
政
府
財
政
な
ど
の
基
準
に
関
し
て
、

そ
れ
ら
を
満
た
し
た
加
盟
国
に
つ
い
て
ユ
ー
ロ
の
導
入
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
収
斂
基
準
の
中
に
、
そ
の
国
の
通
貨
が

Ｅ
Ｕ
の
為
替
相
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
：E

xchange R
ate M

echanism

）
に
参
加
し
、
そ
の
中
で
他
の
加
盟
国
の
通
貨
に
対
し
て
切

り
下
げ
る
こ
と
な
く
二
年
以
上
一
定
の
変
動
幅
の
中
に
収
ま
る
こ
と
、
と
い
う
基
準
が
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
場
合
、
独
立
す
る
前
の

イ
ギ
リ
ス
の
通
貨
ポ
ン
ド
は
為
替
相
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
参
加
し
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
は
独
自
の
通
貨
を
作
っ
て
為
替
相
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

参
加
し
、そ
の
う
え
で
二
年
以
上
に
わ
た
っ
て
為
替
相
場
の
安
定
を
達
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
為
替
相
場
の
基
準
に
加
え
て
、

そ
の
他
の
基
準
に
つ
い
て
も
満
た
し
て
い
れ
ば
、
よ
う
や
く
ユ
ー
ロ
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（M

cC
rone 2013, 

58-61

）。
近
年
の
ユ
ー
ロ
圏
債
務
危
機
の
影
響
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
ユ
ー
ロ
参
加
に
つ
い
て
消
極
的
な
見
方
が
広
が
っ
て
い
る
中
で
、

こ
の
よ
う
に
大
き
な
努
力
を
し
て
ま
で
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
分
離
独
立
派
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
も
立
場
を
改
め
る
こ
と
に
な
り
、

独
立
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
ユ
ー
ロ
導
入
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
態
度
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
三
の
選
択
肢
、
す
な
わ
ち
独
立
後
も
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
を
使
う
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
や
り
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
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ス
の
承
諾
な
し
に
、
一
方
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
内
で
ポ
ン
ド
を
使
い
続
け
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
世
界
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
形

で
他
国
の
通
貨
を
自
国
の
中
で
流
通
さ
せ
て
い
る
国
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
を
使
っ
て
い
る
中
米
の
国
パ

ナ
マ
や
、Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
内
で
ユ
ー
ロ
を
使
用
し
て
い
る
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
（
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
独
立
）

な
ど
の
国
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
他
国
の
承
諾
も
な
し
に
一
方
的
に
そ
の
国
の
通
貨
を
使
用
す
る
の
は
、
パ
ナ
マ
や
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
の
よ
う
に
経
済
が
あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
い
国
に
限
ら
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
豊
か
で
発
展
し
た
経
済
を
有
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
通
貨
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
形
態
を
と
る
国
は
な
い
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
経
済
は
銀
行
な
ど
の
金
融
業
の
占
め
る
比
重
が

か
な
り
高
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
使
用
す
る
通
貨
に
関
し
て
最
終
的
な
責
任
を
担
う
べ
き
中
央
銀
行
が
存
在

し
な
け
れ
ば
、
金
融
危
機
に
対
処
す
る
た
め
の
主
要
な
手
段
が
な
い
と
い
う
危
険
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
（
イ
ギ
リ

ス
の
中
央
銀
行
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
独
立
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
経
済
に
対
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
）。

　

そ
の
た
め
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
後
も
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
を
使
い
続
け
る
も
う
一
つ
の
や
り
方
、
す
な
わ
ち
独
立
し
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
で
現
在
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
ユ
ー
ロ
圏
と
同
様
の
公
式
の
通
貨
同
盟
を
形
成
す
る
と
い
う
の
が
、
独
立
に
伴
う
経
済

的
な
混
乱
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
策
と
し
て
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
に
よ
っ
て
、
独
立
後
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
通
貨
に
関
す
る
立
場
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
公
式
の
通
貨
同
盟
の
下
で
独
立
後
も

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
ポ
ン
ド
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
な
利
益
に
も
な
る
と
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
（T

he Scottish G
overnm

ent 2013, 110-112

）。
た
し
か
に
、
同
じ
通
貨
を
使
い
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
為
替
相
場
の
変

動
な
ど
の
リ
ス
ク
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
独
立
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
関
係
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
独
立
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
、
す
な
わ
ち
残
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
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で
構
成
さ
れ
る
連
合
王
国
と
の
間
で
の
通
貨
同
盟
の
形
成
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
一
存
で
決
定
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
側

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
通
貨
同
盟
の
形
成
（
も
し
く
は
独
立
後
の
継
続
）
を
承
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
政
府
、
す
な
わ
ち
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
与
党
に
加
え
て
、
野
党
第
一
党
の
労
働
党
も
含
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
政
党
は
分
離
独

立
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
通
貨
同
盟
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
政
党
が
、
な
ぜ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
引
き
続
き

ポ
ン
ド
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
近
年
の
ユ
ー
ロ
危
機
が
示
し
た
よ
う
に
、
通
貨
同
盟
が
う
ま
く
機
能
す
る
た

め
に
は
銀
行
同
盟
（
金
融
業
に
対
す
る
一
元
的
な
規
制
）、
財
政
同
盟
、
政
治
同
盟
が
必
要
と
な
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
す
れ
ば
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
財
政
面
、
政
治
面
で
の
独
自
性
が
高
ま
る
の
で
、
ユ
ー
ロ
危
機
と
同
様
の
ポ
ン
ド
危
機
が
発
生
す
る
危
険
が
高
ま
る
、

と
い
う
の
が
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
引
き
続
き
ポ
ン
ド
を
使
い
続
け
る
こ
と
を
求
め
る
の
な
ら
ば
、
分
離

独
立
を
し
な
い
で
イ
ギ
リ
ス
に
残
留
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
も
し
独
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
通
貨
に
つ
い
て
は
ポ
ン
ド
以
外
の
選
択
肢
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
（O

sborne 2014; T
he G

uardian, 13 F
ebruary 2014

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
に
反
対
す
る
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
民
主
党
の
主
要
政
党
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
分
離
独
立

し
て
ユ
ー
ロ
そ
の
他
の
新
た
な
通
貨
を
選
ぶ
の
か
、
あ
る
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
残
っ
て
ポ
ン
ド
を
使
い
続
け
る
の
か
、
非
常
に
厳
し
い
選
択

を
迫
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
分
離
独
立
か
ポ
ン
ド
か
と
い
う
よ
う
な
分
離
独
立
反
対
派
の
二
者
択
一
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
そ
の
よ
う
な
二
者
択
一
は
住

民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
反
対
派
の
単
な
る
ブ
ラ
フ
（
は
っ
た
り
）
に
す
ぎ
ず
、
住
民
投
票
で
独
立
が
決
ま
る
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
は

立
場
を
改
め
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
ポ
ン
ド
使
用
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
と
反
論
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
自

体
の
経
済
的
な
利
益
に
も
な
る
か
ら
だ
、
と
い
う
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
主
張
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
分
離
独
立
反
対
派
の
主
張
は
ブ
ラ
フ
で
あ
る
と
か
は
っ
た
り
で
あ
る
と
い
う
反
論
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
分
離
独
立
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を
求
め
た
ケ
ベ
ッ
ク
党
の
議
論
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
事
例
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
分
離
独
立
反
対
派
が
分
離
独
立
の
可
能
性
を
認
め
た
上
で
、
独
立
に
伴
う

経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
目
に
見
え
る
形
で
明
確
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
場
合
に
は
、
政
党
や
政
治
家

だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
銀
行
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
総
裁
や
財
務
省
の
官
僚
か
ら
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
後
の
通
貨

同
盟
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
双
方
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
（H

M
 G

overnm
ent 2014; 

C
arney 2014

）。
こ
う
し
て
、
少
な
く
と
も
通
貨
問
題
に
関
す
る
限
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
反
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
は

独
立
す
れ
ば
ポ
ン
ド
を
失
う
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
現
実
味
を
持
っ
て
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

二
〇
一
四
年
初
頭
に
行
わ
れ
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
分
離
独
立
に
よ
っ
て
年
間
五
〇
〇
ポ
ン
ド

（
一
ポ
ン
ド
＝
一
八
〇
円
の
為
替
レ
ー
ト
で
計
算
す
る
と
九
万
円
に
な
る
）
豊
か
に
な
る
場
合
に
住
民
投
票
で
ど
の
よ
う
な
投
票
を
す
る
の

か
聞
い
た
場
合
に
は
、
回
答
者
の
実
に
五
二
％
が
独
立
に
賛
成
投
票
す
る
と
答
え
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
反
対
投
票
す
る
と
答
え
た
割

合
は
三
〇
％
で
あ
っ
た
。
先
に
、﹁
分
離
独
立
は
経
済
的
に
得
な
の
か
あ
る
い
は
損
な
の
か
と
い
う
い
わ
ば
﹃
損
得
勘
定
﹄
が
、
住
民
の
選

択
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
﹂
と
述
べ
た
が
、
ま
さ
に
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
人
々
は
分
離
独
立
を
支
持
す
る
用
意
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
な
場
合
の
投
票
行
動
意
図
に
つ
い
て
、
世
論
調
査
は
非
常
に
明
確
な
結
果
を
指
し
示
し
て
い
た
。

分
離
独
立
に
よ
っ
て
年
間
五
〇
〇
ポ
ン
ド
貧
し
く
な
る
場
合
に
は
、
独
立
に
賛
成
が
一
五
％
に
ま
で
激
減
し
、
反
対
が
七
二
％
と
圧
倒
的
に
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な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
分
離
独
立
賛
成
派
と
し
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
分
離
独
立
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ
り
人
々
の
生

活
が
目
に
見
え
て
良
く
な
る
こ
と
を
説
得
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
住
民
投
票
で
の
賛
否
を
逆
転
で
き
る
か
ど
う
か
の
鍵
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
、
よ
く
分
か
る
調
査
結
果
が
示
さ
れ
て
い
た
（C

urtis 2014

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
は
、
不
透
明
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
を
象
徴
す
る
よ
う
な
小
雨
ま
じ
り
の
曇
天
の
下
、

二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
の
午
前
七
時
よ
り
各
地
の
投
票
所
で
一
斉
に
開
始
さ
れ
た
。
分
離
独
立
問
題
に
関
す
る
住
民
の
関
心
の
高
さ
を
反

映
し
て
、
午
後
一
〇
時
に
投
票
が
締
め
切
ら
れ
た
と
き
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
の
実
に
八
四
・
六
％
が
投
票
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
八
四
・
六
％
と
い
う
投
票
率
は
、
二
〇
一
〇
年
の
下
院
議
員
選
挙
で
の
六
三
・
八
％
、
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で

の
五
〇
・
四
％
を
は
る
か
に
超
え
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
普
通
選
挙
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
各
種
選
挙
で
史
上
最
高
の

数
値
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
住
民
投
票
の
結
果
は
、
独
立
に
反
対
が
二
、
〇
〇
一
、
九
二
六
票
（
五
五
・
三
％
）、
賛
成
が
一
、
六
一
七
、

九
八
九
票
（
四
四
・
七
％
）
で
、
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
差
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he 

E
lectoral M

anagem
ent B

oard for Scotland 2014

）。
こ
れ
は
投
票
日
の
二
週
間
ほ
ど
前
か
ら
世
論
調
査
に
お
い
て
賛
成
派
と
反
対
派

の
支
持
率
が
拮
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、反
対
派
の
巻
き
返
し
が
あ
る
程
度
成
功
し
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
の
議
論
を
も
と
に
し
て
今
回
の
住
民
投
票
の
結
果
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、﹁
分
離
独
立
は
経
済
的
に
損
で
あ
る
﹂
と
い
う
損
得
勘
定

を
し
た
有
権
者
が
そ
の
逆
の
計
算
を
し
た
有
権
者
を
最
終
的
に
上
回
っ
た
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
住
民
投
票
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
お
よ
び
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
な
ど
と
の

比
較
を
通
じ
て
、
戦
後
の
先
進
国
に
お
け
る
分
離
独
立
運
動
が
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
困
難
の
諸
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
比
較
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
実
質
的
な
植
民
地
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧
や
差
別
の
下
に
お
か

れ
て
い
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
分
離
独
立
を
求
め
る
動
き
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
国
家
合
同
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
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六
巻
四
号�

四
三

九
七
九

グ
ラ
ン
ド
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
帝
国
の
も
た
ら
す
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
分
離
独
立
の
動
き
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ケ
ベ
ッ
ク
と
の
比
較
で
は
、
分
離
独
立
の
瀬
戸
際
に
ま
で
至
っ
た
一
九
九
五
年
の
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
独
立
住
民
投
票
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
住
民
投
票
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
住
民
投
票
で
は
、
本
来
、
分
離
独
立
反
対
派
が
有
利
な

位
置
を
占
め
る
は
ず
の
経
済
的
な
争
点
に
お
い
て
、
反
対
派
の
戦
略
上
の
問
題
に
よ
り
、
賛
成
派
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
互
角
の
戦
い
に
持
ち
込
ま

れ
た
結
果
、
僅
差
で
よ
う
や
く
分
離
独
立
を
否
決
す
る
と
い
う
、
反
対
派
か
ら
す
れ
ば
薄
氷
の
勝
利
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
住
民
投
票
で
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
分
離
独
立
反
対
派
が
陥
っ
た
戦
略
上
の
陥
穽
が
避
け
ら
れ
た
結
果
、

分
離
独
立
の
中
心
的
な
争
点
で
あ
る
経
済
問
題
に
お
い
て
、
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
盤
ま
で
反
対
派
が
賛
成
派
に
対
し
て
優
勢
な
立
場

を
維
持
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
分
離
独
立
住
民
投
票
に
お
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
承
認
さ
れ
て
い
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
分
裂
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
の

か
た
ち
も
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、住
民
投
票
に
お
い
て
独
立
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
の
分
権
プ
ロ
セ
ス
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
イ
ギ
リ
ス
に
残
留
さ
せ
る
と
い
う
戦
略

的
な
目
的
を
達
成
す
る
意
図
に
影
響
さ
れ
た
面
は
あ
っ
た
が
、
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
民
主
党
な
ど
の
主
要
政
党
は
、
住
民
投
票
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
中
で
そ
ろ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
分
権
を
約
束
し
て
い
た
の
で
あ
る
。）

8
（

ま
た
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
も
分
権
の
強
化
に
向
け
た
動
き
が
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
残
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
分
権
の
実
施
を
求

め
る
声
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
（Tony B

lair

）
首
相
の
労
働
党
政
権
に
お
い
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
相
を
務
め
た
ロ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
（R

on 

D
avies

）
が
、
分
権
は
﹁
事
象
で
は
な
く
過
程
（
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
プ
ロ
セ
ス
）
で
あ
る
﹂
と
言
っ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
分
権
プ
ロ
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セ
ス
の
終
着
点
は
、
い
ま
だ
に
視
界
の
外
に
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
1
）　

ア
ー
ブ
ロ
ー
ス
宣
言
と
は
事
実
上
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
宣
言
で
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
強
力
な
影
響
力
を
握
っ
て
い
た
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
お
墨
付
き
を
得
る
こ
と

に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
正
統
性
の
獲
得
に
貢
献
す
る
文
書
で
あ
っ
た
（M
itchison 2002, 49-50

）。

（
2
）　“anent”
は
中
世
英
語
で“about”

を
意
味
す
る
。

（
3
）　

ア
ン
女
王
は
一
七
回
の
妊
娠
を
経
験
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
産
、
死
産
、
幼
児
期
の
死
亡
な
ど
で
跡
継
ぎ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（B

row
n and F

raser 

2013, 27

）。

（
4
）　

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
と
は
、
名
誉
革
命
で
王
位
を
追
わ
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
（
※
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
七
世
）
お
よ
び
そ
の
子
孫
こ
そ
が
正
統
な
国
王
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
王
位
復
権
を
狙
う
勢
力
を
指
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
場
合
の
王
位
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
と
い
う
よ
り
も
、
連
合
王
国
の
王
位
を
意
味
し
て
い
た
の
で
、
ジ
ャ
コ
バ
イ

ト
の
反
乱
は
正
確
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
目
ざ
す
動
き
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
全
体
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
部
の
二
六
州
が
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
自
由
国
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
領
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
北
部
の
六
州
は
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
残
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も

南
部
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
は
別
個
の
独
立
国
で
あ
る
が
、
北
部
は
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
）　

か
つ
て
沖
縄
で
は
琉
球
独
立
運
動
が
存
在
し
、
近
年
に
な
っ
て
琉
球
独
立
を
目
ざ
す
研
究
を
行
う
琉
球
民
族
独
立
総
合
研
究
学
会
も
設
立
さ
れ
た
が
、
沖
縄
の
人
々
の
幅
広

い
支
持
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
琉
球
民
族
独
立
総
合
研
究
学
会　

二
〇
一
三
）。

（
7
）　

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
共
産
主
義
体
制
の
自
由
化
、
民
主
化
は
、
暴
力
的
な
衝
突
を
伴
う
こ
と
の
な
い
無
血
革
命
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、﹁
ビ
ロ
ー
ド
革
命

（V
elvet R

evolution

）﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
へ
の
国
家
分
離
に
つ
い
て
も
、﹁
ビ
ロ
ー
ド
革
命
﹂

と
同
様
に
暴
力
を
伴
う
こ
と
な
く
達
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、﹁
ビ
ロ
ー
ド
離
婚
﹂
と
い
う
呼
び
名
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
8
）　

か
つ
て
、
そ
れ
ほ
ど
分
権
に
熱
心
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
元
首
相
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
（G

ordon B
row

n

）
も
、
大
幅
な
分
権

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
形
態
を
連
邦
制
に
近
い
形
に
改
め
る
こ
と
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（B

row
n 2014

）。
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